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巡回バス運行改善の提言書 

 

 今回の愛西市巡回バス運行検討委員会（以下「本委員会」といいます。）は、

巡回バス事業について必要な事項を検討するため令和４年１１月１日に設置さ

れ、延べ１０回にわたり本委員会を開催し、市民の生活範囲、巡回バスに対する

市民の様々な意見等を集約するとともに、令和５年９月に巡回バスアンケート

を実施し、愛西市の現状、及び巡回バスの利用状況等を分析し、様々な視点から

巡回バス事業について検討してまいりました。 

 この度、その検討結果をまとめましたので、愛西市巡回バス運行検討委員会設

置要綱第２条の規定に基づき本委員会の検討結果を、提言として提出いたしま

す。 

 

 巡回バス事業は、市民生活に直結する重要な事業であります。貴職におかれま

しては、この提言を可能な限り反映した事業の改善を進め、市民サービスの一層

の向上に取り組まれることを強く要望いたします。 

 

 

  



提言書 

 

１．提言に至った経緯 

 愛西市の巡回バスは、平成 26 年４月１日に改正を行い、合併前から佐屋・佐

織地区で運行していたのと同等水準の内容で、立田・八開地区でも運行を開始し、

現在に至っています。また、平成31年４月から海南病院ルートが正式運行され、

令和２年４月には佐織南ルートに津島市民病院行きのバス停が設置されました。 

市民の交通手段は、全体として自動車の割合が高く、自動車という移動手段を

持たない方に対してのサービスとして巡回バスを運行しているものの、前回の

改正から約４年が経過し、特にこの期間はコロナ禍による乗合バスの利用者が

大きく減少し、社会情勢とともに市民の意識やニーズも変化してきました。 

 そこで、地域公共交通を取り巻く状況の変化を踏まえ、今後の愛西市における

地域公共交通の活用等に向けた効果的な施策を探るために検討を進めることが

必要と判断しました。 

愛西市巡回バス運行検討委員会では、巡回バスアンケート結果や検討資料を

もとに、日常生活における巡回バスに対するニーズや利用者からの意見等につ

いて様々な意見交換をし提言としてまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 



愛西市巡回バス運行検討委員会 

開催回数 日時 主なテーマ 

第１回 令和４年 12 月 22 日（木） 委嘱状の交付、自己紹介、正副委員長の互選、巡回バ
スの運行状況について 

第２回 令和５年３月 27 日（月） 巡回バスアンケートについて、巡回バスの運行ルート
について 

第３回 令和５年７月 28 日（金） 令和４年度実績について、巡回バスに関するアンケー
トについて 

第４回 令和５年 10 月 27 日（金） 愛西市巡回バスアンケートの結果報告について、今後
の取り組みについて 

第５回 令和５年 12 月７日（木） 巡回バスアンケート及び運行経費等の報告について、
今回の改定について 

第６回 令和６年２月 29 日（木） 新ルート（案）について、停留所の設置等について 

第７回 令和６年５月 15 日（水） 立田・八開ルートの変更案について、停留所（立田・
佐屋）の新設・移設について 

第８回 令和６年７月 18 日（木） 佐織・八開・海南病院ルートの変更案について 

第９回 令和６年９月 26 日（木） バス停の新設について、時刻表デザインの変更につい
て、提言書（案）について 

第 10回 令和６年 10 月 28 日（月） 提言書について 

 

２．提言内容 

提言１ バス利用促進のための継続的な周知啓発活動の必要性について 

巡回バスを利用して日常生活を一層充実して頂くためには、行政だけでなく

各委員、老人クラブや任意団体などを含む地域の様々な方が積極的に関わり、推

進していく必要があります。 

市民には巡回バスを身近な存在として感じていただき、利用を促進して頂く

ことが重要なため、市のイベントを利用するなど、市民と協働して周知啓発活動

の実施をして頂きたい。 

この周知啓発活動は短期的な取り組みではなく、長期にわたり継続的に行う

ことが大切であり、引続き取り組むよう要望します。 



提言２ 改善の推進 

 今後の愛西市の巡回バスは、現状維持ではなく、利用実態等に即して改善の推

進を継続して行っていく必要があると考えます。 

 改善を検討する内容としては、以下に記載しますが、早期に実現可能なものか

ら検討し、実施すべきと考えますので、検討していただきますよう提案します。 

 

提言２－１ 立田・八開ルートを利用した市内循環等ルートの拡充について 

・現在、佐屋ルートと佐織ルートの間を移動するためには、立田・八開ルートを

乗り継ぐ必要があるため、同ルートを利用し佐屋・佐織ルート間を直接繋ぐコ

ースを設定することで、市内を循環できる幅が広がり利用者の利便性の向上

に繋がるものと考えますので、検討していただきますよう提案します。 

・運行ダイヤの見直しによって、医療機関利用者等の需要を取込み、利便性の向

上を図りたいと考えますので、検討していただきますよう提案します。 

・津島市民病院は、津島市のふれあいバスへの乗り継ぎが可能であるため、他自

治体へ乗り入れる機会を増やすことも重要であると考えますので、検討して

いただきますよう提案します。 

 

提言２－２ ルート、バス停について 

・地域毎に利用頻度に差がみられるため、ルート及びバス停の位置を検討し、ま

た、乗降に際し、危険と判断される場所については、見直しをすべきと考えま

すので、検討していただきますよう提案します。 

 

提言２－３ 運行ダイヤについて 

・運行ダイヤの調整を検討していただきますよう提案します。 



・運行の所要時間はルートとバス停の数に大きく影響しますので、ルートとバス

停の数を決めてから、時間配分を考えていくことが必要だと考えますので、検

討していただきますよう提案します。 

・朝の渋滞や無理なダイヤの見直しを検討すべきと考えます。ただし、乗り入れ

先の営業時間に合わせたダイヤを、検討していただきますよう提案します。 

 

提言２－４ 新たな移動手段についての検討 

・交通空白地区などを含めた市の交通状況において、巡回バス以外の新たな移動

手段のあり方や可能性について、検討していただきますよう提案します。 

・立田地区におきましては、リニューアルを控えている「道の駅」や、愛西市観

光協会による「木曽川観光船」など観光地としての性格が強く、観光の利便性

を高めるための移動手段も重要であると考えますので、検討していただきま

すよう提案します。 

 

提言２－５ 有料化についての検討 

・巡回バス運行について、現行の無償運行を支持する一方で、新たな移動手段等

の導入を考える際には、有料化の可能性を含めて検討していただきますよう

提案します。 

 


